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1. 教材に込めるメッセージ 

私は、特別支援学校の教育実習に行った際、音

韻抽出や、逆唱に困難さを示す子どもの姿を見た。

ただ、この状況を改善する手立てはなかった。そ

のような時、大学で放射線に関する集中講義を受

けた際、「放射線」「放射性物質」などの用語が、

拗音、促音、濁点が多く、教材に適していること

に気が付いた。また、特別支援学校の子ども向け

の放射線教材は管見の限り、存在していない。子

安・塩崎(2013) は社会的背景を取り入れること

で、現実世界の諸課題をより理解しやすいように

工夫している。これを踏まえ、特別支援学校の子

どもたちの音韻意識を向上させるとともに、社会

的背景を踏まえながら、放射線に関する基本的知

識を子ども達に伝えることを検討した。放射線に

ついての正しい知識は、全ての子どもが身に付け

ておく必要があり、未来を生き抜く上で重要であ

る。この教材で、身の回りに放射線があることを

理解するとともに、特別支援学校の子ども達の言

語活動を充実させることができると考えた。 

2. 教材の内容 

身の回りの放射線に関する「絵カード」と、文

字が書かれた「Wordサイコロ」を作成した（図１）。 

 

 

 

 

図１ 放射線Wordサイコロゲームの様子 

初級レベルでは、絵カードを見て、Wordサイコ

ロをならべていくゲームを行うことができる。次

に、中級レベルでは、例えば「空気（くうき）」

の２番目の音を探すような音韻抽出ゲームを行

うことができる。さらに、上級レベルでは、「空

気（くうき）」を反対から読む逆唱ゲームを行う

ことができる。なお、Wordサイコロには、図２に

示すSOS面があり、ゲームの内容がわからなくな

った子どもは、ゲームの中で友達や教師に質問を

することができ、安心

して取り組むことがで

きる点も魅力である。   図２ SOS面 

 その後、自然放射線と人工放射線に分類する活

動を行う。この活動の後、簡易放射線測定器を用

いた実験を行いながら、身の回りの放射線につい

て学び、そのうえで、新聞記事、科学雑誌等を活

用し、社会的背景を取り入れた問いかけを行う。 

【主体的な学び】協同的にゲームを進行させなが

ら、「自分たちの身の周りには、放射線が含まれ

るものが多くあるんだ！」ということを学ぶこと

ができ、理解できた感動が生まれ、放射線への不

思議やさらなる疑問をもつことができる。 

【対話的な学び】Wordサイコロは、五十音ごとに

文字の色が異なるため、対話的な学びが生まれる。 

【深い学び】学級全体で、社会的背景を含めた放

射線学習を行うとともに、子ども一人一人が、発

達段階や実態に合ったレベル別のゲームを行う

ことができ、知的好奇心を引き出すこともできる。 


